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野球を知らない３５人の児童がいたとします。これらの児童の目標は、大人になった時に野球が上手にできることとします。一年間、十回の英語の授業をこの野球を例として考えてみます。

中学校と高校では週三回野球を練習することになっています。では、今年はどんなふうに野球を教えたらよいでしょうか。最初の練習で、投げ方と捕り方と打ち方を説明し、試合をさせるでしょうか。そんなことはできないでしょう。

やはり、少しずつ練習していくと思います。たとえば、一時間目は投げ方を教えて練習させます。二時間目は捕り方を教えて練習をさせます。三時間目は投げる練習と捕る練習をして、打ち方を教えます。四時間目か五時間目で少しルールを説明してかんたんな試合をするというようにです。いみいったルールなどは、中高生になってからで十分です。今、一番大切なことは、基本を繰り返し練習することです。


この野球の練習と英語の学習はとてもよく似ています。四十五分間の授業で言葉（投げる、捕る、打つ）と文法（ルール）を教えて、会話をするのはとてもたいへんです。

最初は、かんたんな言葉や文を教えて、これらを繰り返し練習することが効果的です。英語の学習では、まず聞く練習が最も大切です。次に、言葉を話す練習です。そして、最後に会話の練習がきます。このプロセスが重要です。言葉や文を聞かなければ、話すことも会話をすることもできないのです。

指導案を作るときに、是非、以下のことを参考にしてください。
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英語の指導計画を作成するために

Greetings

初めに挨拶を学習します。挨拶が身に付いていないうちに、文法を学習させるべきではありません。野球選手も投げ方や捕り方を身につけないうちにダブルプレーを学ぶことはできません。英語も野球も初めは基本を練習しなければいけません！

[image: image6.wmf]授業のたびに挨拶をいつも練習すると，児童たちは自信を持って，挨拶が自然にできるようになります。

Warm-up

1年生 から 3年生: 歌または，楽しくて，簡単な活動。

4年生 から6年生: 楽しくて，簡単な活動。

ウォームアップは必ずしも必要ではないが、もし行う場合は既習事項を取り入れながら実施したほうがよいです。

日本でよく知られている英語の歌は変な文法か言葉を使っているので注意してください。英語を母国語として話す人に聞いて調べてください。

[image: image7.wmf]4年生 から6年生までは歌を勧めません。これらの学年の児童は、ウォームアップで歌を歌うことに慣れ過ぎ、マンネリ化してきます。また恥ずかしさを覚えるようになるので、あまり効果的ではないと思います。

Introducing New Vocabulary　新しい言葉を紹介する時。。。

[image: image8.wmf]フラッシュカードを使う場合には、すぐに見せるのではなく、ヒントを与えながら考えさせるとよいでしょう。例えば，フラッシュカードが 「ゾウ」の時は、“This animal has 4 legs, big ears, a long nose, and is very big!” とヒントを与え、答えを導くのです。多分児童は「ゾウ」と答えます。

ヒントのよさは。。。

1） 児童たちに考えさせます。思考を刺激します。

2） 児童たちに取り組む気を起こさせます。子供たちはチャレンジが好きです。

3） 前に勉強した言葉の復習をさせます。

4） 児童たちに新しい言葉を聞かせます。

”What’s this?”と言って，すぐにフラッシュカードを見せるのは，あまり効果的ではありません。先生の後についてただ言葉を繰り返すだけになります。まるで、オウム返しのようにです。児童たちは考えることがなく、ただ言葉を繰り返すだけです。


新しい言葉と文法は同時に紹介したほうがよいですが，最初の授業のねらいは文法の理解ではありません。

[image: image9.wmf]
聞く練習

最初の授業のねらいは、言葉を聞くことです。。カルタとBingoの活動は、聞く練習に最も適しています。


聞く活動は。。。

1） 新しい言葉と文法の基礎となります。   

2） 児童たちに自信を持たせます。

3） 強制的ではないのでストレスがありません。

4） [image: image10.wmf]児童たちの理解度を確かめられます。

言葉を話す練習

言葉を話すためには三つの事が必要です。。。

1） 言葉の発音を知らなければなりません。

2） 言葉の意味を分からなければなりません。

3） 言葉を話せなければなりません。

[image: image11.wmf]            発音や意味が分からない時、児童は大きいなストレスを感じます。 上手に話せない時には、聞く練習を増やす必要があります。

英会話練習

児童はこの活動をするために。。。

1） 言葉の意味を分からなければなりません。

2） 文法を分からなければなりません。

3） 返事の仕方を分からなければなりません。

4） 質問ができます。

5） 返事ができます。

6） 自分の気持ちを述べることができます。


英語活動ができるようになると、児童は自信を持って何かを話そうとしたり、もっと上手になろうと勉強したりするでしょう。

            でも、早急に英会話を覚えさせようとすると、失敗してしまいます。児童たちはみんなの前で上手に話そうとしてストレスを感じます。もし、失敗したらもう英語で話したくなくなったり、もう一度やってみようという気持ちがなくなることもあります。

[image: image12.wmf]このようなことは避けなければいけません。英語活動が上手くいかなければ聞く練習や話す練習をもっとしたほうがよいです。言葉で困っている時には、会話をする前に言葉の復習をすることが大切です。

復習

復習はとても大切です。

ALTがいなくても，担任は復習をさせるべきです。毎日、数分復習したら，児童たちは確実に覚えることができます。

サンプル指導案の概略

１時間目

1. Greetings

2. Warm-up

3. 紹介：新しい言葉

4. [image: image13.wmf]聞く活動 #1

5. 聞く活動　#2

6. Goodbye

2時間目

1. Greetings

2. Warm-up

3. 復習: 言葉

4. 聞く活動　#1

5. [image: image14.wmf]言葉を話す活動　#2

6. Goodbye

3時間目

1. Greetings

2. Warm-up

3. 復習: 言葉

4. 聞く活動　

5. 言葉を話す活動

6. 英会話活動

7. Goodbye

· ＊あとで，復習してください。

[image: image15.wmf]英語の指導案チェックリスト

次の質問に「はい」か「いいえ」で答えてください。

1． ＿＿＿　日本で児童はこの英語を使う機会がありますか？

　　　　　　　もし，日本でこの言葉と文法を使う機会がなければ，教えないほうがいい

です。

2． ＿＿＿　この指導案には挨拶の活動がありますか？

児童たちはほかの文法を勉強する前にきちんと挨拶を学ばなければなりま 
せん。

３．　＿＿＿  新しい言葉を教える時や復習する時に，児童たちに考えさせますか？

　　　　      もし，児童たちが考えなければ，オウムみたいです。

４．　＿＿＿  大多数の児童が活動に参加していますか？



一人か二人だけが参加して，ほかの児童はそれを見ているか，待っている

だけの活動はやらないほうがいいです。児童はやることがないと、何かや

ることを見つけて，大抵その場にふさわしくないことをやり始めます。

５．　＿＿＿  英会話活動を３時間目に計画しましたか？

2時間目は英会話活動は、早いと思います。1時間目の英会話活動は、早すぎます！

６．　＿＿＿ ２時間目の授業で、前時の言葉の復習をしましたか？



復習しなければ，児童たちは困ります。

もし，＃１～＃６までの質問に「いいえ」と答えたものがあれば，指導案を再考してください。もし，全部の質問で「はい」と答えれば，たぶんよい指導案です。おめでとうございます！
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